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Ⅰ A04 特許戦略・調査・ 評価の』試案 

一ビジネスモデル 特許にふれて 一 

岡谷 大 ( 東京農工大附属図書館 ), 0 村上忠良 ( パテントアドバイザⅡ 

Ⅰ． はじめに 

最近 I T 技術にともない 特許をめぐる 環境が変化している。 特許庁も知的創造サイクル 
や 、 電子 ネ、 ッ トワークの利用での 対応を提案している " 。 特に昨年来のビジネスモデル ( 方 

法 ) 特許は新しい 流れとして注目され 各企業等も対応を 迫られている。 しかしその実体や 
本格的な取り 扱いについてはいろいろ 不確定な部分があ るのも事実で、 2 で若干触れるが 

従来の特許の 取り扱いと同じところと 違 う ところをはっきりとたてわけ 対処する必要があ 

るものと思われる。 
未発表で は とくにビジネスモデル 特許との関連で 特許戦略・調査・ 評価方法のプロセス 

の実際面についてわれわれの 一手法を紹介し 考察してみたい。 その手法とは 1 ) 論理学や 

言語学、 情報学などを 背景としたターミノロジー ( 概念用語学 )  レ - 2 ) 創造工学 ( 等価 変換法 ) を背景とした 特許の数理解析モデルと 実際であ る 

2 . ビジネスモデル 特許とは 

ビジネ、 スモデル特許は 最近急速に l T,EC の進展により 注目されている。 とくにビジネ、 

スモデルをその 対象とすることから、 これまでの機械、 化学、 電気部門などの 技術概俳の 
枠 をこえて広い 技術分野に関係している ， これはただちに 多くの産業界へ 影響し、 研究、 

技術、 計画の主要なテーマになり ぅる 。 まだまだ未知の 部分が多いが 現時点でとりまとめ 

る レ     

1 ) 従来の特許の 取り扱いを引き 継ぐ基本要件 

まづ 特許であ るからにはなんらかの I T 技術がなければ 特許とは認められない。 またこ 

れも当然の二とであ るが特許の新規性、 進歩性、 産業上の有用性がなければ 認められない 

ということであ る。 

2 ) 従来の特許の 取り扱いとの 主な違 い 

大きく違 う のは従来特許の 対象とならなかったくビジネスモデル ノ が対象となったこ 

と、 それゆえ特許の 視点が従来の 機械、 化学、 電気部門の技術概俳とは 異なって ユーザ一 

の 嗜好や利便性、 市場性などといった 心理的、 価値的側面が 考慮されねばならないこと、 
さらに I T 技術を必要とすることから よ り国際的整合性が 重視されることや、 今まで以上 

にライセ シ シング、 すなむち職務発明とか 特許売買、 貿易や金融との 関係が強まるなどが 

考えられる， 

いずれにしても 従来の特許の 基本要件と、 従来とは違った 側面へを併せ 持ったビジネ、 ス 

モデル特許への 広い範囲における 対応 にせまられることになる。 これには裁判など 法律 

問題等種々の 側面が考えられるが 未発表ではとくに 重要と思われる 戦略、 調査、 評価に 
絞って考察、 提案してみたい。 

3 . ビジネスモデル 特許 と戟時 ・評価・ 訂 査の考え方 

ここでは特許のプロセスのなかでも 中核と思われる 戦略・調査、 評価についてわれわれ 

の考えを紹介したい。 また戦略、 調査、 評価 は 実は一体としてとらえるべきであ る， 
1 ) 特許戦略 

特許戦略については 例えば日立の 例 " や 、 さらにビジネスモデル 特許では経営戦略とし 

て競合戦略 ( アマゾン社がライバルを 提訴人事業戦略 ( ライセンス収入人資産として 
の ビジネスモデル 活用戦略 ( プライスライン 社のようにビジネスモデル 特許を資産として 

その運用を狙 う もので、 ベンチヤ一企業向けの 戦略 八 防衛戦略 ( 他社からの提訴を 未然 
に防ぐ ) 、 さらに業務プロセスの 把握 や 、 ビジネスモデル 特許に強い組織作りなどを 挙げ 

ている " 。 また村上は企業の 社会的存在価値を 裏 付けている経営理俳の 重要性を説いて。 

る 。 このほかビジネ ス モテル特許では 早めの対応と 、 金融、 ライセンシングなどが 注目 

一 23 一 



される。 
2 ) 調査 

従来特許調査では 先行技術調査がなされてきた。 このための手法としては 各種資料、 文 
献の調査およびデータベース 化された特許情報システムによる 分類、 キーワードによる 調 

査やパテントマップの 作成などがあ る，さらに本や 雑誌への掲載論文の 調査も欠かせない。 

とくにビジネスモデル 特許では発展段階中でもあ り分類形態も 確定しておらず 分野横断的 
に キーワードを 頼りに検索する 方法が考えられる。 

3 ) 評価 

従来特許評価には 発明音と出願人などによる 主観的評価と 特許庁などによる 客観的評価 

があ る。 われわれ ば 主観的評価と 客観的評価を 相補的に見る 第三者的評価を 研究している。 
主観的評価による 思いこみや、 客観的評価による 審査上の偏りを 是正したいのと、 迅速な 
処理をめざしている。 またとくにビジネ、 スモデル特許では 先述したよ う に ユーザ 一の嗜好 

や 利便性など主観的な 価値評価や市場性など 社会的、 経済的価値評価が よ り入ってくるも のと思われるので 多次元的な評価基準が 必要とな る 

4.  ターミノロジー と致 理解析、 創造工学による 一手法 
ここでは上記の 問題点に対して、 ターミノロジーと 数理解析、 創造工学による 考えを 紹 

介する。 またこれらは 相互に結びついている。 
1 ) ターミノロジ 一 

先行研究として 例えば葛西は 特許におけるく 発明 ノ、 く 明細書 ノ、 く 技術 ノ、 く 同一 ノ 

といった特有の 概念を研究している バ 。 このように専門用語の 概念のく関係 ノや 概念と用 
語 表記の関係などを 研究しているのがくターミノロジー ノ であ る " 。 ターミノロジー では 
論理学と言語学に 基づく概念分析や、 同義語、 略語など情報検索上の 主要問題の解決や 良 
質な用語集作成を 国際的な規模で 行っている，特許調査において 有効であ る。 
表 1 は動詞 (" 伸縮する ") のターミノロジカル な 階層表であ る。 この図によって 概念 

の相対的な位置が 数値で表現され、 また概念と具体的対象の 関係が視覚的に 捉えられる。 
しかし多分野の 問題やまとめ 上げが困難であ る，まとめ上げで は例えぼ束論 、 公理系 集 

合論 (Z F C) などを考えている。 

表 1  動詞階層 図 

(1) そのもの自体の 持っ特有の性典 
  弾性部材 ( ぱね、 ス ブリンク・ )   

  伸縮可能部材ル ー肋   伸縮可能部材 ( 蛇肛 ) 

[ 技繰栢 ] 外部 ェ ネルゲ二によって 、 - て   
[ ほ緩拮 ] 

[ 緩緩 格 ] 外力の附 努 によって   [ 技牡括 ] 

[ 機窩栢 ] 
[ ぬ牡細 ] 

[ 枝 綾語 ] 
( 抜繰括 ] 

l レール @ l 風         に 卸 前引 l カメラの三脚 @ [ 凧   子 l l アコ 一子・ 冴 ・ ノ l l 折 尺 l                         
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2) 数理解析 
特許と数理との 関係を考えてみたい。 このことの意味は、 1 ) 特許解析・評価 ( それに 
よるコンピュータ 処理 ) は、 先述の特許実務の 国際的整合性、 合理化と軌を 一にするとい 
ぅ 現実的な理由と、 2 ) 価値評価の客観化および 数 骨 化という大きなテーマに 関連するこ 
となどであ る。 

先行研究としては p o t t s 川や 末包         村上 " " 。     らがあ る。 村上の考えは 発明のべ 

クトル表現と 多次元的な発明の 評価表などから 成っている。 これらをもとにしたのが 先回 
の発表でのべた 「 p I 提案 票 」 であ り、 またそれは同時に 簡便な特許明細書ともなって 

いる，。 、 。 以上の手法によりコンピュータ 処理によって 迅速で、 あ る程度信頼性のあ る 

システムとなり ぅ るものと 9 、 われる。 

a ) 発明のべクトル 表現 

枝折的母君合の 解析のため [ 次元 ] の口入を行うと   ] 台 俺 二 A [ ] 。 c   

( 月宮 サ ) ( 甘皮 ) ( 妨よ ) 
          ァは 0 を 育 む文 倣 ) 

    Ⅱ ( アナⅠジ ー 的な対応札 珪 ) 
次元 [Xl =[Ll   [M]   [Tl ( 拐 仮の次元解析 式 ) 

この 技俺的ゑ笘 ㊨ 八 ・㊦円相互の 珪再度 DA8 は、 T 血のように表示できる・ 
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lDA Ⅰヰ @ Ⅰ 接一 Ⅰ 1@+l Ⅰ 2 一 faIl + 『 ア 2 一ア 1l                                                                                                                                                           

  

                                            Ⅰ l ア @2 一ア 1l                                                                                                                                                             

実拐 上は・ OD*B. 2DAg W の 打 合せ ) で判断されている 航が ラ い・ 

b ) 発明の評価表 

表 2 の評価基準 表 によって多次元的に 発明を評価できる。 
3 ) 創造技法 

実は P I 提案 票 もその背景は 市川亀 久 弥の等価変換法という 我が国はじめての 創造技法 
にあ る 田 。 またビジネスモデル 特許ではブレーンスト 一ミングが使われている。 さらに 

岡谷はターミノロジー と川 喜田二郎の K J 法 との関係を考察している。 とくに中核の 核 融 

合法と概念学は 近いものとみている。 さらにわれわれはその 他の創造技法や 問題解決法 
(T Ⅱ z や AH P など ) との組み合わせを 考えている。 

5 .  展望 

木発表ではビジネスモデル 特許のポイントを 紹介し、 とくに戦略、 調査、 評価について 
従来の特許の 取り扱いとは 違った点を考慮し、 これへの対応としてわれわれの 手法を説明 
した。 その中核はターミノロジー、 数理解析、 創造技法であ るが今後は 
1 ) 手法の一般化 例えば概念の 階層表を社会科学の 用語にも展開すること。 
2) 早急なシステムの 立ち上げと、 関連する方法 ( ファジー論理、 カオス理論など ) によ 
る 、 より人間の心理や 発想に即したシステムを 目指したい。 
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表 2  パテントアイデア 提案表価基準 表 

                      : 耳 ， 伍コ 二更七二 ご ;:::. 枝折的 門ッ，， 尽 もとしてのⅠ "":"";" 仮 「 Ⅰ 丁亨ダ 席伍 拍車 ドアイ． ( 瓶坦 人材，利用材 チう毎 " 文名 hg 的 年 ・作用 b 甫 上皮 良 
う : コ外 ブ再 検付い年 パ年佐 ) Ⅰ 栄 

肝伍郎 釆 ハ テントアイデア 珪辞価 基準 表 僻 有吉 粟   
アイデアの 桂俺 によってく 1 ノ ． く 2 ノ ． く 3 ノの 何れか一列を 津 択 して 辞伍 

アイチ ア の く 3 ノ 先行アイチ ア 
押伍・ 佳 某 く ] ノ 捷 現在 するアイテ 笘品 ・枝折 ア に く 2 ノ折 の ウ史 アイチ 抽品 ア ・ 拉伍 ( 研究木材 手 ) 

    l. 向 坤     l. 同 年 O 点   l. ロ 憶 l ノ 1 

  社内外の皿先行 2. 若干 使位 l ノミ 2. 若干優位 位桂 3 点 2. 若干優位 7 皿 典 3 点 
  技俺 との北枝 3. 相当代位 3 点 3. 相当任使 / 5% 五 3. 相当臣位 / ユ央 6 点 
  5 点 Ⅰ． 断然低位 7 な   @. 斬然 優位 / Ⅰ 粟 9. 点 

                                    Ⅰ   所然丑位                                       
  l. 未 検封 0 点 l 未 検討 0 点 技 l. 不明 l 点 

    実用化のあ の検封 2. ヌ 体技村中 l 貞 2. 壬憶 文杖 済 3 点   2. 蕃使研究 央十 3 点 

n. 実用 検 村中 3% 3. 実用実技 中   状況 S ゑ   3. 実用研究 要す 6 点 
  
    4. 実撞検 村中・済み 5 点 可 ・ 芙柾祇 4. 7 点 % 桂 弗拝 技術 で 何 a 点   
                        b 点                                 

英 社内 ボ テンシヤル l. 実憶化 無足 0 ゑ @. 宍克叱 無理 0 点 実 ・ l. 実用化四 % ノ 不明 ] 点 憶化 として、 実施 可億 2. 相当口口曳 ] 点 2. 相当年備要 施可 3 点 2. 軒通 / 多少有り 3 点 

の 拉 走 臆度辞任 腱在 3. 多少牢 は央 3 点 3. 多少年 億要 5 点 3. 可籠佳 かなり有り 6 点 

  Ⅰ． 即 、 莱捷可 串点 4. 実施 可俺 7 な   4. 可能性大 9 点 
  氷点 俺                                                 c3 ; ( ) 貞   l. 容 易 O 貞 1. 容 二ヰ ] 貞   1. 竹 Ⅰ 垂 ] 点 

Ⅰ他社における・ホアとやや 臼屋 2 点 2. やや m 足 4 点   2. 肛 位 5 点 

    イデア 回 珪の森 拐度 3. かなり 田ま 4 点 3. カ @ Ⅰ り 田森 6 点   3. 井立句 9 点 

柊也 Ⅰ． 不 可 
6 ぬ Ⅰ． 不 可 本 8 よ 桂 Ⅰ・ 臣 Ⅰ竹 l 3 点 

氷点 倣       d. ほ                                 
  喪品 化の 1 ケ面 とその @. 未定 l 貞 1. チ モ 元三 ] 点     @. 未硅 l 吏 

  規 棋 ・通性・具体 @ 2. 祇作 予定 4 点 2. 企画 侠 用 桂 4 点 Ⅰ ム 立合性検封千金 

  状況 3. 玉作中 / 済                         7fi @ 3.゜ft ， ttaT-S 7iS 

  
  皿廣 4. 生産子 定 ・改定 8 点 4. 製品採用 千を ・夫を 9 点 4. 商品比干 定 ・決定 l0 ノミ 

妥 ・点化                                               
従来の 妓伍 ． 技 脩竹                     l 京                   l 貞                           l ノキ 

                                                4 点 と                 5 点 なム 柳作成竹低 い 6 点 
佳 ウハウ               3. 創作広中柱 度 7 貞 3. 前作 度 中打 ち六 %  3. 制作 伎中 桂皮 l0 貞 

"  "'" 。 "" 。 " め ". """ や。 "'         '. """ 。 や "'         逗 4                     l 4 亡ミ 歩桂 何 %[ 所思 佳 ・進歩性 5. 制作 肚 かなり 下 @ ]3 点 14% 5. 制作 皮 かな サ祇 、 la ノミ 
      倒作性 l の度合、   6. 完全 理剣 レベル ]6 点 6. 完全 接刊 レベル ]R 貞     6. 完全 桂用 レベル 22 点 

作桂 ご前作 度 7. 田舟的伝 伍 レベル l 9 点 7. Ⅰ 拐的 何 % レベ @ 2l%   7. 百 新的価 伍 レベル 26 点 

米点 牡     t @ 儲                                 
合計 8 群 価 王 す         乏 ニ       こ %       
      ( 59 ) @                                             ( ) 点                   ( ) ノく 
            (  59  )       
      ㏄ @99 点 0 Ⅰ A: 伎                               遼外 
  79-89 点 A … 出 Ⅰ   巨 … 出 Ⅰ よは公 Ⅰ杖柱 ヰ   CAD …再検 甘 (C Ⅱ 年 以内． 0 Ⅱ 年 -3 年 程 ) 
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